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令和５年度  事業報告 

 

1．法人の概要 

 

(1) 名 称      一般財団法人 岩手済生医会 

(2) 所在地      岩手県盛岡市長田町 24 番 7 号 

(3) 法人の設立年月日 大正 9 年 5 月 15 日（平成 24 年 4 月 1 日 一般財団法人移行） 

(4) 役員及び評議員 （令和 6 年 3 月末現在） 

 

職 名 氏 名 職 名 氏 名 

理事長 三 田 ひろみ 評議員 酒 井  明 夫 

理 事 三 田  光 男 評議員 佐々木 和 彦 

理 事 三 田  義 之 評議員 臼 井  康 雄 

理 事 渡 辺  正 和 評議員 三 浦   行 

理 事 大 塚 耕太郎 評議員 長  山   洋 

理 事 及 川 吏智子   

監 事 攝 待  幸 子   

監 事 髙 橋  俊 雄   

 

２．法人が設置する事業 

(1) 岩手看護専門学校（看護師養成  明治 30 年 4 月 開設）  

本科  1 学年定員 40 名  3 年課程 

    所在地 盛岡市長田町 24 番 7 号 

(2) 岩手リハビリテーション学院（理学療法士・作業療法士養成  昭和 55 年 4 月 開設） 

理学療法学科  1 学年定員 40 名  4 年課程 

作業療法学科  1 学年定員 35 名  4 年課程 

    所在地 盛岡市長田町 15 番 16 号 

(3) 中津川病院（内科系病院  昭和 6 年 10 月「岩手サナトリウム」開設、昭和 61 年 11 月 名称変更） 

病床数  51 床（うち地域包括ケア病床 32 床） 

    所在地 盛岡市下米内二丁目 4 番 12 号 

(4) 訪問看護ステーションなかつがわ（平成 29 年 11 月 開設） 

    所在地 盛岡市下米内二丁目 4 番 12 号 

(5) 居宅介護支援事業所なかつがわ（令和 2 年 6 月 開設） 

所在地 盛岡市下米内二丁目 4 番 12 号 

(6) 三田記念病院（精神科病院  昭和 8 年 6 月「岩手保養院」開設、平成 24 年 4 月 名称変更） 

病床数 262 床（急性期病床 51 床、認知症病床 45 床、精神一般病床 166 床） 

     所在地 盛岡市加賀野三丁目 14 番 1 号 

 (7) こころの訪問看護ステーション三田（平成 30 年 4 月 開設） 

    所在地 盛岡市志家町 13 番 31 号 

(8) 加賀野の里（精神障害者グループホーム  平成 14 年 3 月 開設） 

入所定員  20 名 

    所在地 盛岡市加賀野三丁目 14 番 10 号 

３. 各施設の事業の概要 
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(1) 法人本部事務局 

① 令和 5 年度決算総括 

      令和 5 年度は、法人全体で定年退職者が 8 名であったが、普通退職者が例年よりも多く合せて

「退職手当額」が約 1 億 829 万円の支給となった。 

病院部門では、新型コロナウイルス感染症が感染症分類 5 類に移行され、外来患者数について

は回復傾向がみられたが、入院患者数についてはコロナ禍前までには回復していない。2 病院と

も病棟において新型コロナウイルス感染症、インフルエンザウイルス感染症、感染性胃腸炎に伴

うクラスターが発生し、入退院の制限をせざるを得ない状況となり、収支差で中津川病院は約△

6,737 万円、三田記念病院は約△2 億 129 万円となった。 

岩手看護専門学校では別科の学生募集停止により学生数が減少し、約△4,977 万円、岩手リハビ

リテーション学院については 4 年制完成年度を迎え、約＋1 億 4,514 万円となった。 

法人本部として、各施設のコロナ禍対策や職員採用及び新たな取組を積極的に支援してきたが、 

法人全体の当期収支差額合計が△2 億 5,621 万 9,929 円となったため、退職給付引当資産など約

2 億 2,769 万円を取り崩すこととして最終的な収支差額を△1 億 352 万 9,929 円とした。 

   ② 各種報告 

会計監査      令和 5 年 5 月 26 日 

    定例理事会     令和 5 年５月 30 日 開催 

理事会書面決議   令和 5 年 12 月 26 日 

        定例理事会       令和 6 年 3 月 7 日 開催 

        定時評議員会     令和 5 年 6 月 22 日 開催 

        評議員会      令和 6 年 3 月 28 日 開催 

 

(2) 岩手看護専門学校 

項目 本科（看護師 3 年課程・全日制） 

（Ⅰ） 

総括報告 

 

事業目標：入学したい、入学させたい学校を目指し、卒業後看護師として採用したいと

評価される学生を育てる。           

① 令和６年度入学生から授業料等学納金の見直しを行いそれに伴う学則を変 

更した。（令和 6 年 4 月 1 日改正） 

②  新型コロナ感染者及び接触者について症状が落ち着いた学生にはオンライ 

ンによる授業を実施した。 

感染者は学生・教員併せて 31 名であった。 

③ 国家試験対策として３年生は業者模試教材の利用、３回の総合試験を実施し 

た。各試験後の振り返りに力を入れ知識習得の強化を行った。 

１・２年生から学力テストを実施し苦手分野の克服を目指した。 

④ 広報委員会が中心となり、ホームページがどのように活用されているかを評 

価し、修正箇所があれば適宜修正を行った。 

⑤ 教務システムの導入に伴い教務・学校の事務の効率化を目指して業務の見直 

しに着手した。 

⑥ 災害時における地域の避難施設としての役割を果たすべく簡易マニュアルの作成

を行った。 

⑦ 令和 6 年度 岩手県の補助金を利用し施設整備計画を策定中である。 

⑧ 補助金等の決定状況について 

  ・令和 5 年度看護師等運営費補助金：18,382,000 円 
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・令和 5 年度看護師等運営費補助金（コロナ価格物価対応）：486,000 円 

〈学生教育について〉 

① 令和 4 年度入学生より第 5 次改正のカリキュラムが適用となった。新設科目も増

え、教員会議等で確認を行いながら運用している。 

② 1 年生の科目数が増えたため授業計画が過密となっている。 

 

〈学生確保に向けた活動〉 

①  学校見学会の実施 7 月 28 日 

午前・午後の 2 回開催 (参加者 73 名 うち保護者 17 名) 

 個別対応は 1 名 

今年度参加者アンケートは出口で iPad 及びスマホでの回答とした。 

参加者アンケートでは好印象の評価が多かった。 

② 進路ガイダンス 

岩手県看護協会「看護の道」Zoom 説明会  5 月 31 日 

盛岡南高等学校進路ガイダンス 参加者 12 名 ６月 19 日 

メディアプラン進学ガイダンス 参加者 7 名 保護者 4 名 ７月 17 日 

看護職を目指す中学生・高校生の進学セミナー 一関   ７月 28 日 

  同上                  盛岡   ８月 1 日 

  同上                  北上   ８月 3 日 

   久慈市立長内中学校（訪問受入）  参加者６名 ７月 31 日 

   花巻市立花巻中学校（訪問受入）  参加者 4 名 11 月 7 日 

   岩手就職・進学合同説明会に参加  令和 6 年 2 月 4 日 

③ ホームページの更新 

広報委員会が中心となり、ホームページの活用について評価し適宜修正を行った。 

④ 情報誌掲載 

  マイナビ進学 2024（Web）2023 年 3 月 1 日公開 

  マイナビ進学ガイド 学校情報号 2023 年 5 月発刊 

  JS コーポレーション 高３進学 Book 2023 年 4 月発刊  

  メディアプラン 進学相談会 2023 参加学校・病院ガイドブック 

 

〈学生教育環境の改善に向けた活動〉 

① 教材・機器の整備を目的として実習室・教室・学校全体の備品確認と管理番号の付

与を行った。 

② 図書室において、医中誌 Web 等電子媒体の契約更新、蔵書の図書システムへの入

力作業及び図書整理について、非常勤職員を採用し実施した。 

③ 臨床心理士（非常勤）を配置し月 1 回の心理相談を実施しているが、実施日が授業

時間、実習中など時間的に予約が取りにくい等改善が必要。また心理検査を実施し、

心の問題の早期発見に努めている。 

④ 今年度もコロナ渦による制約はあったが、臨地実習における教育の成果を向上させ

るため実習施設、実習指導者との連携を図った。 

 

〈学生の健康管理〉 

① 健康手帳の記載、健康チェック表に基づく健康管理を実施(1 回/月 以上) 
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② インフルエンザ予防接種の実施（中津川病院協力） 12 月７日、12 日 

③ 1 年生小児抗体価検査の実施 ４月 10 日 

④ 校医による健康診断の実施 4 月 25 日  

レントゲン検査（予防医学協会）４月 3 日 

血液検査の実施（中津川病院協力）４月 10 日 

⑤ UPI 心理検査 ４月 28 日 

⑥ 心理相談の実施 1 回/月実施 

 

〈教員のスキルアップに向けた活動〉 

① 岩手県看護教員スキルアップ研修会(全員が分かれて参加) 

   7/26 臨床判断能力 Zoom 

   7/29 シミュレーション教育 Zoom 

   8/18 発達に特徴がある人の支援方法 研修センター 

   8/24 ICT 研修センター 

   9/7 アクティブラーニング Zoom 

② 日本学校協議会定期総会 学校長会 5 月 30 日～31 日 

③ 日本看護学校協議会東北ブロック研修 7 月 29 日 

④ 著作権講習会（文化庁） Web 配信 8 月 18 日 

⑤ 令和 5 年度副学校長・教務主任会 12 月 14 日 

⑥ 日本学生支援機構奨学業務連絡協議会 令和 6 年 2 月 14 日 

⑦ 盛岡市地域共生社会推進フォーラム  令和 6 年 2 月 26 日 

⑧ 岩手県看護研究学会 10 月 28 日 3 年生 37 名 教員 3 名 Web 参加 

⑨ 県内看護師等学校養成所関係者会議 9 月 11 日 

 

〈学生総数〉 3 月 31 日現在 在籍者 114 名 

       退学者 5 名  休学者 0 名 

（Ⅱ） 

公 益 活 動 及 び

地 域 支 援 活 動

報告 

 

① 「ふれあいランド祭」参加（1 年生）9 月 4 日 

② 障がい者スポーツ大会運営ボランティア参加（3 年生） 6 月 3 日 

③ ナイチンゲール祭ボランティア活動(施設慰問・環境整備) ８月 21 日 

・和敬荘,三田記念 HP 等 9 ヶ所施設慰問し贈呈品を持参 

・校内･体育館･学校周辺の道路清掃などを実施 

④ 関係団体からの派遣依頼への協力 

岩手県看護教員協議会副会長 

日本看護学校協議会岩手県代表 

岩手県看護協会ナースセンター事業運営委員 

岩手県看護協会職能集会シンポジスト 

岩手県看護教員協議会情報交換委員会委員 

岩手県看護実習指導者講習会演習プロンプター 

日本看護学校協議会共済会代議員 

⑤ 県内看護師養成所関係者会議 

（Ⅲ） 

各種報告 

 

〈行事等の実施〉 

① 入学式：4 月 5 日 入学生 42 名 

  入学式後の保護者会には 36 名参加 

② 新入生オリエンテーション実施 4 月 6 日~10 日 
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③ 戴帽式：10 月 18 日 戴帽生 41 名 

④ 第 113 回看護師国家試験：令和 6 年 2 月 11 日 37 名受験  2 名不合格 

合格率 94.6％（全国平均 87.8％ うち新卒 93.2％） 

⑤ 卒業式：令和 6 年 3 月 7 日 卒業生 37 名 

 

〈教育実習生の受け入れ〉 

環太平洋大学在学中の県立宮古高等看護学院 専任教員 1 名を受け入れ、指導に当た

った。 9 月 8 日～9 月 22 日（10 日間） 

 

〈令和 6 年度入学選考試験〉 

① 推薦入学試験：令和 5 年 11 月 11 日（土）      志願者 23 名 合格者 17 名 

② 社会人入学試験 1 期：令和 5 年 11 月 11 日(土)  志願者 10 名 合格者 3 名 

③ 社会人入学試験 2 期：令和 6 年 2 月 17 日（土） 志願者 2 名  合格者 1 名 

④ 一般入学試験 1 期：令和 5 年 12 月 9 日(土)   志願者 6 名  合格者 5 名 

⑤ 一般入学試験 2 期：令和 6 年 1 月 6 日（土）  志願者 18 名 合格者 14 名 

⑥ 一般入学試験 3 期：令和 6 年 3 月 11 日（土）  志願者 11 名 合格者 4 名      

⑦ 一般入学試験 4 期：令和 6 年 3 月 23 日（土）  志願者 1 名  合格者 1 名     

合格者 推薦 17 名 一般 24 名 社会人 4 名 入学者 29 名(入学定員 40 名) 

 

〈調査・統計等報告〉 

① 看護師養成所の管理運営等に関する実態調査（日本看護学校協議会） 

② 令和５年度「専門学校生への効果的な経済的支援の在り方に関する実証 

研究事業」に係る事前調査について  

③ 学校基本調査・学校施設調査（WEB 報告岩手県）     

④ 学校一覧調査（岩手県私学振興会）            

⑤ 看護師等学校養成所入学・卒業生就業状況調査（医療政策室） 

⑥ 看護師等学校養成所入学・卒業生就業状況調査(厚生労働省)  

⑦ 保健師助産師看護師法施行令 14 条第 1 項の規定等に基づく報告  

⑧ 私立専修学校実態調査 

⑨ 専修学校(専門課程)の生徒納付金等に関する調査について 〆切 11/22 

➉ 専門学校生への効果的な経済支援の在り方に関する実証研究事業調査 

 

〈各種届出申請状況〉 

① 学納金の変更に係る学則の変更承認申請 

② 実習施設承認申請 

③ 修学支援制度機関要件確認申請 

 

〈その他〉 

① 生成 AI の教学面の取り扱いについて ガイドラインの作成 

② 「性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に

関する法律」への対応として制服のパンツ採用、式典の服装を決定した。また、1

階トイレの改修等の検討を行った。 

③ 文集「砂丘」第 64 号発行 
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(3) 岩手リハビリテーション学院 

項目 学院全体 

(Ⅰ) 

総括報告 

① 学生確保を目的に「学院見学説明会」を３回実施し、進学情報提供業者主催の「進学

説明会」に複数回参加した。 

② 学生教育充実のため教材教具、機器、図書を購入した。 

③ 学校評価実施規程により自己評価委員会を開催し、教育理念から社会貢献・地域貢献

までの各項目の現状および課題・対策について点検・評価を行い、「自己評価報告書」

を作成した。 

④ 学校評価実施規程に基づき、外部委員から構成される学校関係者評価委員会において

自己評価結果を報告し、指導助言を受けた結果を「学校関係者評価報告書」として作

成し、「自己評価報告書」と併せて本学ホームページに掲載し公開した。 

⑤ 学校施設の安全維持管理事項として３年計画による外壁改修工事を計画し、１年目と

して東面を改修した。 

⑥ リハビリテーション教育評価機構による教育評価認定審査を受審（書類審査及び実地

調査）した結果、理学療法学科は一部評価基準を満たしていない項目があり不適合と

なった。作業療法学科は全ての評価基準を満たしているとして認定証が交付された。

（有効期限：令和6年4月1日～令和11年3月31日） 

⑦ 補助金等の決定状況について  

・新型コロナウイルス感染症による小学校休業等対応助成金：7,528円 

 

項目 理学療法学科（4 年課程） 

(Ⅰ) 

総括報告 

① 学生確保を目的に学科見学説明会を実施した。 

② 学生教育において、学生の質向上を目的として学生指導や授業内容について検討を重

ね進めた。 

進級状況 1 学年：42 名中 進級者 35 名 進級率 83.3％ 

2 学年：36 名中 進級者 36 名  進級率 100％ 

3 学年：37 名中 進級者 37 名 進級率 100% 

③ 臨床実習教育において、実習指導者会議や施設訪問を通して指導者との連携を図りな

がら進めた。 

④ 初年度学生の学修意欲を喚起すべく臨床見学を行った。 

⑤ 初年度学生の障がい者理解を促進すべく、障がい者スポーツ大会へ参加した。 

⑥ 学年間の連携を目的に臨床実習セミナー・学年間交流会を実施した。 

⑦ 臨床実習効果を高めるため、保護者に対する説明会を実施した。 

⑧ 臨床実習教育の充実を図るため、臨床実習指導者講習会を開催した。 

⑨ 学生のキャリア意識啓発に向けた就職ガイダンスを各学年に対して行った。 

⑩ 学生の就職活動において、学生や求人施設の情報収集及び提供並びに就職説明会を行

った。 

     就職希望者 37 名 就職内定者 37 名 就職内定率 100％ 

⑪ 国家試験合格を目的として、学生の学習促進を図った。 

第 59 回理学療法士国家試験（令和 6 年 2 月 18 日実施） 

新卒 37名中 36名合格 合格率 97.3％（全国平均95.2％） 

既卒  2名中  1名合格  合格率 50.0% 

全体 39名中 37名合格 合格率 94.9％（全国平均 89.2％） 
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⑫ 学校教育の質確保のため、外部評価を実施した。 

(Ⅱ) 

公益活動及び

地域支援活動 

報告 

① 八戸工業大学第二高等学校の学院見学受入 

② 秋田県立角館高等学校の学院見学受入 

③ 岩手県立葛巻高等学校の学院見学受入 

④ 岩手県立久慈東高等学校の学院見学受入 

⑤ 障がい者スポーツ大会へ協力学生派遣 

⑥ 県立みたけ支援学校へ理学療法の指導者派遣（教員 1 名） 

⑦ 社会福祉法人石鳥谷会へ理学療法の指導者派遣（教員 1 名） 

⑧ 盛岡市介護認定審査会へ審査委員派遣（教員 1 名） 

⑨ 医療法人日新堂へ理学療法の指導者派遣（教員 2 名） 

⑩ 医療法人すみれ会へ理学療法の指導者派遣（教員 1 名） 

⑪ 社会福祉法人岩手しいの木会へ理学療法の指導者派遣（教員 1 名） 

⑫ 有限会社メディカルサービス・ヤスミへ理学療法の指導者派遣（教員 1 名） 

⑬ 水沢職業訓練協会主催 令和 5 年度福祉用具専門相談員指定講習会へ講師派遣（教

員 1 名） 

⑭ 県事業関連会議へ委員の派遣（県リハビリテーション協議会等）(教員１名） 

⑮ いわてリハビリテーションセンター評議員会へ委員の派遣（教員 1 名）  

(Ⅲ) 

各種報告 

〈行事の実施〉 

① 入学式：令和 5 年 4 月 13 日実施、入学生 42 名（第 44 回生） 

② 健康診断：レントゲン撮影、血液検査、内科健診等を実施 

③ 1 年生の臨地実習臨床教育者会議を実施 

④ 2 年生の地域理学療法導入実習臨床教育者会議を実施 

⑤ 3 年生の評価実習臨床教育者会議、次年度総合実習臨床教育者会議を実施 

⑥ インフルエンザ予防接種、Ｂ型肝炎予防接種を実施 

⑦ 卒業式：令和６年 3 月５日実施、卒業生 37 名（第 41 回生）、卒業者総数 1,258 名 

 

〈令和６年度入学選考試験〉 

① 総合型選抜入学試験（第 1・第 2 日程）：令和５年 9 月２日、11 月 18 日実施 

受験者数 17 名、合格者数 14 名 

② 社会人総合型選抜入学試験（第 1・第 2 日程）：令和５年 9 月２日、11 月 18 日実施 

   受験者数 2 名、合格者数 1 名 

③ 推薦入学試験：令和５年 10 月 14 日実施 

受験者数 19 名、合格者数 16 名 

④ 一般入学試験（前期・後期）：令和５年 12 月９日、令和６年 2 月３日実施 

     受験者数 12 名、合格者数 10 名 

総数：受験者数 50 名、合格者数 41 名 

 

 

項目 作業療法学科（4 年課程） 

(Ⅰ) 

総括報告 

① 学生確保を目的に学科見学説明会を実施した。 

② 個別指導を通して、個々の課題を探りながら学生指導や授業内容について検討を重ね

学力向上を図った。 

    進級状況 １学年：30 名中 進級者 25 名 進級率 83.3％ 
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        ２学年：30 名中 進級者 28 名 進級率 93.3％ 

        ３学年：26 名中 進級者 26 名 進級率 100％ 

③ 臨床実習教育において、指導者と連携し作業療法士としての自覚を図り思考過程の修

得を図った。 

④ 学生の就職活動において、学生や求人施設の情報収集及び提供並びに就職説明会を行

った。 

     就職希望者 29 名 就職内定者 29 名 就職内定率 100％ 

⑤ 国家試験合格を目標として、学生の学習促進を図った。 

⑥ 国家試験不合格の既卒学生に対し定期的な指導と学習環境を提供し、学習促進を図っ

た。 

第 59 回作業療法士国家試験（令和６年 2 月 18 日実施） 

新卒 29名中 28名合格 合格率 96.6％（全国平均 91.3％） 

既卒  5名中  1名合格  合格率 20.0% 

全体 34名中 29名合格 合格率 85.3％（全国平均 84.1％） 

⑦ 学校教育の質確保のため、外部評価を実施した。 

(Ⅱ) 

公益活動及び

地域支援活動 

報告 

① 八戸工業大学第二高等学校の学院見学受入 

② 秋田県立角館高等学校の学院見学受入 

③ 岩手県立葛巻高等学校の学院見学受入 

④ 岩手県立久慈東高等学校の学院見学受入 

⑤ 岩手女子高等学校へ「人間工学」の講師派遣（教員 1 名） 

⑥ 盛岡市立ひまわり学園へ「リハビリ相談会」の講師派遣（教員 1 名） 

⑦ 奥州市子ども発達支援センターへ「療育指導会」の講師派遣（教員 1 名） 

⑧ 社会福祉法人石鳥谷会へ作業療法の指導者派遣（教員 1 名） 

⑨ 青山地域包括支援センター認知症サポーター養成講座へ派遣（教員 3 名） 

⑩ 青山地域包括支援センター（盛岡市委託事業）介護予防教室（３回）へ講師派遣 

⑪ みたけ・北厨川地域包括支援センターへ健康教室の講師派遣 

⑫ デイサービスセンターどんぐり山へ作業療法の指導者派遣（教員 2 名） 

⑬ 善友乳児院へ発達評価の講師派遣（教員 1 名） 

⑭ 令和５年度盛岡ゆうゆう大学本校講座の講師派遣（教員 1 名） 

⑮ ながリハ倶楽部（長田町町内会支援企画）交流会を実施 

打合せ会議：６回（9/13、12/21、1/9、2/9、3/14、3/21） 

交流会：令和６年３月 26 日（火） 

(Ⅲ) 

各種報告 

〈行事の実施〉 

① 入学式：令和５年 4 月 13 日実施、入学生 28 名（第 44 回生） 

② 健康診断：レントゲン撮影、血液検査、内科健診等を実施 

③ ４年生対象の就職説明会を実施（７月、10 月） 

④ インフルエンザ予防接種、Ｂ型肝炎予防接種を実施 

⑤ 3 年生・４年生の臨床実習指導者会議を実施 

⑥ 卒業式：令和６年 3 月５日実施、卒業生 30 名（第 41 回生）、卒業者総数 1,048 名 

 

〈令和６年度入学選考試験〉 

① 総合型選抜入学試験（第 1・第 2 日程）：令和５年 9 月２日、11 月 18 日実施 

受験者数 ９名、合格者数 ９名 
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② 社会人総合型選抜入学試験（第 1・第 2 日程）：令和５年 9 月２日、11 月 18 日実施 

   受験者数 ４名、合格者数 ３名 

③ 推薦入学試験：令和５年 10 月 14 日実施 

     受験者数 ８名、合格者数 10 名（合格者は併願を含む） 

④ 一般入学試験（前期・後期）：令和５年 12 月９日、令和６年 2 月３日実施 

     受験者数 ８名、合格者数 ７名 

⑤ 特別入学試験：令和６年３月 19 日実施 

   受験者数 １名、合格者数 ０名 

総数：受験者数 30 名、合格者数 29 名（合格者は併願を含む） 

 

(4) 中津川病院 

(Ⅰ) 

総括報告 

①令和 5 年度は、令和 4 年度に比べコロナ禍による外来・訪問診療における診療体制

には影響は少なかったが、入院に関しては他医療機関のクラスターが継続したこと

から退院制限が行われたため入院患者の紹介が減少した。5 月 8 日からは新型コロ

ナウイルス感染症は 5 類感染症に変更されたが、高齢者施設等でのコロナ陽性者の

診療や他医療機関でのクラスター発生のためコロナ陽性患者の入院受入れに対応し

た。外来部門では、高齢者施設での発熱患者の報告があり訪問診療で対応した。令和

6 年 3 月には当院において職員や入院患者に感染性腸炎が発生し、約 10 日間感染対

策を行った。 

② 診療体制について 

11 月 1 日から病院経営の観点から状態が安定した患者を一般病床から入院料単価が

高い地域包括ケア病床に転室させることで診療報酬の増収が見込まれることから病

床の再編成を行った。 

（一般病床 29 床→19 床、地域包括ケア病床 22 床→32 床） 

  令和 5 年 5 月 1 日から常勤医が 4 名となったが、令和 6 年 2 月 16 日から３名の診

療体制となった。 

③ 医療収入について 

医療収入については、入院が 3 億 7,336 万円で前年比 910 万円の減収、外来は 1 億

6,282 万円で前年比 358 万円の増収となった。入院は、患者数は減少したが、1 人 1

日平均単価は増加となった。外来においては一般外来及び訪問リハビリテーション

が減少、訪問診療は増加となり外来収入全体では前年度を上回った。 

④ 盛岡市の特定建築物定期調査で指摘された設備の改修について 

  令和 3 年の調査で指摘された設備の改修工事を行った。 

   ・栄養科厨房換気設備改修工事 ・その他火気使用箇所の一般換気扇交換 

⑤  行政機関による指導及び調査について 

   盛岡市保健所による病院立入検査（11 月 22 日） 

東北厚生局岩手事務所による適時調査はコロナ禍のため書面審査となった。 

⑥  ストレスチェックの実施について 

   労働安全衛生法の一部改正に伴い、職員の心の健康状態の調査が義務化（職員 50 人

以上の事業所）されたことにより、国が標準とする簡易調査票を用いてストレスチ

ェックを 10 月 15 日から 10 月 31 日に実施（受検率 79.0％）。 

⑦ 補助金等の決定状況について 

・岩手県社会福祉施設および医療施設等物価高騰対策支援給付金：1,950,400 円  
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・新型コロナウイルス感染症療養解除後の患者受入後方医療機関補助金  

：160,000 円  

・新型インフルエンザ患者入院医療機関等設備整備費補助金：1,646,000 円 

・新型コロナウイルス感染症による小学校休業等対応助成金：46,680 円 

・オンライン資格確認システム導入補助金：1,056,000 円 

(Ⅱ) 

患者報告 

〈入院関係〉          令和 5 年度     前年比 

① 入院患者数（1 日平均）     31.7 人     －2.7 人 

② 病床利用率                 62.1%     －5.3% 

③ 平均在院日数            24.7 日        －3.1 日 

〈外来関係〉 

① 外来患者数（1 日平均）   23.9 人       －0.5 人 

② 訪問診療                4,243 件      ＋244 件 

③ 訪問リハビリ            2,018 件     －1,107 件 

(Ⅲ) 

公益活動及び

地域支援活動

報告 

①  岩手看護専門学校臨地実習受入れ 

②  岩手リハビリテーション学院臨床実習受入れ 

③  岩手リハビリテーション学院、岩手医科大学、岩手県立大学非常勤講師 

委嘱（高橋院長） 

④  岩手医科大学、岩手女子高等学校（専攻科）非常勤講師委嘱（鈴木副院長） 

⑤  岩手看護専門学校（本科）非常勤講師（松長根看護師） 

⑥  岩手看護専門学校（本科）非常勤講師（村上看護師） 

⑦  岩手県福祉総合センター重度障がい者意思伝達装置評価支援派遣（工藤リハ   

ビリテーション科主任）       

⑧  岩手リハビリテーション学院非常勤講師委嘱（工藤リハビリテーション科 

主任） 

⑨  グループホーム浅岸静福園運営推進委員委嘱（高田事務係長） 

⑩  小規模多機能ホームやちだもの家つつじが丘運営推進委員嘱託（地域医療連 

携室：菊池） 

 

(5) 訪問看護ステーションなかつがわ 

(Ⅰ) 

総括報告 

① 令和 5 年 4 月に看護師 1 名採用、令和 6 年 2 月に 1 名退職となり、看護師 5 名リハ

ビリスタッフ 2 名、事務員 1 名の計 8 名の配置で運営している。 

② グループホームの医療連携契約施設が増え、全部で 3 施設、6 ユニット（54 名）の

利用者の健康観察など、看護師の訪問ニーズは更に増えている。 

③ 学生指導実習や、看護学校への講師派遣、地域の看護師への教育を通じながら看護

の質をあげている。 

④ 感染症や災害への対応力強化の BCP 作成 3 年目とし、感染、災害時における 

業務継続計画を作成し、より職員の身近に触れるようなシミュレーション等も工夫

しながら行った。 

⑤ 訪問看護の新規依頼は着実に増え、短期でも看取りの看護のニーズは増えている。一

方でリハビリテーションのニーズは減少しており、国が求める訪問看護ステーショ

ンの役割を見直していく。 

⑥ 補助金等の決定状況について 

  ・岩手県社会福祉施設および医療施設等物価高騰対策支援給付金：60,000 円 
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(Ⅱ) 

患者報告 

①   利用者数          令和 5 年度      1 日平均前年比 

医療保険訪問看護件数 1,657 件（1 日平均  4.5 件）     ＋1.1 件 

介護保険訪問看護件数 2,627 件（1 日平均  7.2 件）     －0.9 件 

他の訪問看護ステーションと専門・認定看護師の同行訪問     0 件 

認定看護師による訪問看護における管理加算算定回数（緩和ケア）18 回 

②  在宅看取り        20 件（前年比 ＋7 件） 

(Ⅲ) 

公益活動及び

地域支援活動

報告 

① 岩手看護専門学校、岩手保健医療大学の実習受け入れ 

② 岩手看護専門学校本科非常勤講師（佐藤管理者） 

③ 盛岡看護医療大学校非常勤講師（佐藤管理者、柴田看護師） 

④ 岩手県立大学非常勤講師（佐藤管理者） 

⑤ 岩手県中堅看護職員がん看護研修講師（佐藤管理者） 

⑥ 岩手県訪問看護基礎研修講師（佐藤管理者） 

⑦ 令和 5 年度いわてイーハトーブ臨床研修病院群 ACP セミナーファシリテーターな

ど（佐藤管理者） 

⑧ 令和 5 年度厚生労働省委託事業在宅医療関連調査、講師人材養成事業（佐藤管理者） 

 

(6) 居宅介護支援事業所なかつがわ 

(Ⅰ) 

総括報告 

① 本事業所は令和２年６月１日に設置し、介護支援専門員（ケアマネージャー）１名体

制でケアマネージャーの付いていない患者の要介護認定の申請等の業務を行ってい

る。中津川病院の入院患者が退院後在宅の要介護や要支援等適切な居宅サービス又

は施設サービスを利用できるよう、地域医療連携室や訪問看護ステーションなかつ

がわ、中津川病院訪問リハビリとの連携を図っている。また、地域包括支援センター

と契約し要支援者の支援を行っている。 

② 介護保険収入等について 

介護保険事業所の事業全体の収入は 573 万円であり全体の利用者総数は 528 人であ

った。認定調査収入は 31 件、9 万円であった。 

③ 岩手県事業の「令和 4 年度介護ロボット等導入支援事業費補助金」を活用し令和 5

年 1 月に ICT 機器の導入を行ったことで業務時間の短縮、紙媒体の削減につながり

業務改善ができた。また、ICT 導入による事業所申請を行い、介護支援専門員の一

人当たりの担当件数が 34 件から 44 件まで引き上げられた。 

④ 補助金等の決定状況について  

・岩手県社会福祉施設および医療施設等物価高騰対策支援給付金：60,000 円 

(Ⅱ) 

患者報告 

① 利用者数 

【令和２年度】【令和３年度】【令和４年度】【令和５年度】 前年度比 

要支援 1   8       22        21       53       ＋32 

要支援 2   0        3        22       13       － 9  

合 計    8       25        43      66        ＋23 

要介護 1   4       49        84       80        － 4 

要介護 2  36       137        130       206        ＋76 

要介護 3  30       56        65       92          +27  

要介護 4  14       39        34       48          ＋14 

要介護 5  19       67        71       46        －25 

合 計   103        348         384        472        ＋88 
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(Ⅲ) 

公益活動及び

地域支援活動

報告 

① 地域包括支援センターとの委託契約 3 件 

・五月園地域包括支援センター 

・浅岸和敬荘地域包括支援センター 

・松園・緑が丘地域包括支援センター 

 

（7) 三田記念病院 

(Ⅰ) 

総括報告 

①  医療収入について 

【令和 5 年度の医療収入】 

入院収入は 13 億 5,243 万円で前年比 2,147 万円の減収、外来収入は 1 億 2,465 万

円で前年比 346 万円の増収、全体では 14 億 9,462 万円で前年比 2,390 万円の 減収

となり、前年度を下回る傾向となった。 

減収の原因としては、入院患者の減少が大きく、死亡退院が増加傾向にある。新規

入院患者は増加しているが死亡退院分を埋めるまでのものとはなっておらず大き

く収入が落ち込んだ。 

外来については、患者数は横ばいであるが収入は増加した。 

② 地域移行機能強化病棟算定にかかわる WG の立ち上げについて 

10 月４日に第１回の WG 開催から計８回の WG を開催した。入院患者の減少に伴

い病床数を減らす検討を行いながら増収を図る事業を進める予定ではあったが、新

型コロナ感染対策や諸事情が重なり事業のスタートが遅れてしまったことや、この

事業の申請締切が当初は令和５年度末となっていたため、時間の無い中での実績作

りや体制整備が進まず、令和 6 年度診療報酬改定を待って実施することとした。 

また、事業を進めるにあたって、施設基準である病床稼働率 85％を維持するため

12 月に 15 床の病床を削減し 262 床へ変更した。 

③  新型コロナウイルス・インフルエンザ感染症の対応について 

５月８日以降、新型コロナウイルス感染症が５類へ変更となり、それに合わせた柔

軟な体制をとっている。職員やその家族が新型コロナウイルス感染症やインフルエ

ンザ感染症に感染することはあったが入院患者への感染が広まることはなく経過

していたが、令和 6 年２月に入院患者にインフルエンザ感染症が発生しクラスター

となった。令和 6 年３月には新型コロナウイルス感染症によるクラスターも発生し

ている。医療現場ではこれからも予断を許さない状況が続いている。 

④ 第 39 回院内研修研究発表会の開催について 

  職員の意識啓発と各部署の理解を深めるため実施した。（年 1 回の開催） 

   開催日時：令和 5 年 11 月 22 日（水）13：30～15：00 

   会  場：三田記念病院：生活機能回復訓練室 

   発表部署：検査室・外来・中 3 病棟・こころの訪問看護 ST 三田・中 2 病棟 

⑤ 2024 いわて看護就職・進学説明会への参加について 

今回は会場をタカヤアリーナに変更し様々な企画のもと開催された。今年度も出展

し 15 名の学生に説明を行った。 

 ・開催日：令和 6 年 2 月 4 日（日）11:00～15:00 

⑥ 行政機関による指導及び調査について 

  ・盛岡市保健所による病院立ち入り検査 

   保健所所長以下 12 名の保健所職員による監査が行われた。書類審査、院内巡視の

後、講評が行われ、指摘や意見を頂いた項目について対応を行った。 
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  ・岩手県県央保健所による精神科病院実地指導及び実地審査 

   市の立入と同様に直接的に監査が行われている。特に大きな指摘事項もなく終了

した。 

  ・東北厚生局による適時調査 

   自己点検のみで行われたが、特筆すべき指摘事項はなかった。 

⑦ 補助金等の決定状況について 

 ・精神科救急医療体制整備事業補助金：774,900 円 

 ・岩手県社会福祉施設および医療施設等物価高騰対策支援給付金：8,820,800 円 

 ・令和 5 年度における院内感染によりクラスターが発生した医療機関に対する 

補助金：992,000 円 

 ・認定看護管理者教育課程研修補助金：583,000 円 

 ・認定看護管理者教育課程研修助成金：300,000 円 

 ・新型コロナウイルス感染症による小学校休業等対応助成金：303,841 円 

(Ⅱ) 

患者報告 

〈入院関係〉         令和 5 年度     前年度比   

①  入院患者数（1 日平均）   231.0 人    －2.4 人 

②  病床利用率          84.3％     ±0.0％ 

③  平均在院日数             316.4 日     －28.5 日 

④  作業療法件数（1 日平均）  159.6 件       －15.0 件 

〈外来関係〉 

①  外来患者数（1 日平均）    76.7 人      －0.2 人 

②  デイケア件数（1 日平均）  24.4 件       +0.6 件 

（ショートケア含む） 

(Ⅲ) 

公益活動及び

地域支援活動

報告 

① 看護実習生 164 名の受入れ 

（内訳：岩手看護専門学校本科 35 名、岩手医科大学 83 名、岩手女子高等学校 8 名、

岩手県立大学 17 名、盛岡医師会附属盛岡看護学院 21 名） 

② 作業療法実習生 8 名の受入れ（岩手リハビリテーション学院 5 名、弘前医療福祉大

学 2 名、東北文化学園大学 1 名） 

③ 作業療法（デイケア）臨地実習 1 名の受入れ（山形医療福祉専門学校 1 名） 

④ 心理室にて心理実践実習 1 名の受入れ（岩手県立大学大学院 1 名） 

⑤ 精神保健福祉援助実習生 2 名の受入れ（岩手県立大学 2 名） 

⑥ 地域精神医療活動、地域精神保健福祉活動への支援 

⑦ 岩手県医療審査会へ委員派遣 

⑧ 日本精神科看護協会理事及び同協会岩手県支部副支部長並びに教育委員長として看

護師を派遣 

  

(8) こころの訪問看護ステーション三田 

(Ⅰ) 

総括報告 

① 医療収入  

令和 5 年度の総収入は 1 億 1,060 万円となり、前年度比 381 万円の増収となった。

訪問 1 件あたりの平均単価は 16,074 円で前年度比 25 円減少となった。新規利用者

の受入れは 33 人であり、前年度比 20 人減少となった。過去 5 年間と比較し訪問件

数や収入の大幅な増加とはならなかったが、新規利用者開拓のため、三田記念病院

や他医療機関との連携を密に行い、利用者の増加に努めた。 

② 訪問看護の質の向上 
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多職種職員での訪問を行うことで、精神症状の観察のほか、日常生活が行えるよう

支援を行い、利用者や支援者のニーズに応じた訪問看護や作業療法の提供に努めた。

24 時間電話相談対応を継続し、オンコール体制のもと利用者に安心していただける

訪問看護を実践した。 

③ 業務の効率化、人材の確保 

  在宅勤務を導入し、在宅勤務者は主に医療請求に関する業務や、報告書等の書類作成

業務を全体の 9 割以上行った。書類作成を分担することで訪問する職員は訪問業務

に専念し、質の高いケアの提供や看護計画の立案を円滑に行った。在宅勤務時は朝と

夕方に Zoom でミーティングを行い、毎週 1 日はステーションに出勤して情報共有

を図り業務を遂行した。また、訪問看護の件数増加に対応するため、臨時職員の看護

師を 3 名採用した。作業療法の訪問件数も順調に増加しており、作業療法士 1 名採

用して業務の充実を図った。 

④ 診療報酬に係る規程の整備 

  令和 6 年度から研修や委員会の開催が義務化となることから規程の整備、業務継続

計画（BCP）、虐待防止に関する指針、感染症対策に係る指針の策定や感染症対策マ

ニュアルの見直しを行った。 

⑤ 補助金等の決定状況について 

  ・岩手県社会福祉施設および医療施設等物価高騰対策支援給付金：60,000 円 

(Ⅱ) 

訪問状況及び

療養費稼働額 

報告 

令和 5 年度                           前年比 

① 訪問実人数 2,032 人（1 月平均 169 人）     +56 人（1 月平均+4.6 人） 

② 訪問延件数 6,881 件（1 日平均 28.3 件）     +248 件（1 日平均+1.0 件） 

③ 稼働療養費 110,608,123 円（平均単価 16,074 円） +3,820,624 円（平均単価-25 円）  

新規訪問利用者受入れ病院内訳 
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(Ⅲ) 

公益活動及び

地域支援活動

報告 

① 実習生、研修生受入れ状況 

岩手看護専門学校本科実習生 4 名 

岩手医科大学看護学部実習生 3 名 

岩手看護協会 認定看護管理者教育課程セカンドレベルⅡ実習生 1 名 

三田記念病院中 5 階病棟職員研修生 3 名 

訪問看護ステーションせいわ研修生 3 名 

② 講師等派遣状況 

岩手県ホームヘルパー協議会 令和５年度第２回現任者研修会 

   岩手県訪問看護ステーション協議会 精神科訪問看護研修会 
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  医療法人清照会湊病院（八戸市） 訪問看護ステーションに係る勉強会 

  ソーシャルワーク三団体合同研修会 福祉専門職の意思決定支援 

岩手医科大学看護学部 地域包括ケア講座 精神看護学演習講義 

  日本精神科看護協会 各種研修会、役員会 

  岩手県訪問看護ステーション協議会 各種研修会、役員会 

  岩手県精神保健福祉連合会 各種研修会、役員会 

③ 研修会参加状況 

  令和５年度安全運転管理者等講習会 

日本精神科看護協会研修会 

岩手県看護協会研修会 

 

（９）加賀野の里 

（Ⅰ） 

総括報告 

 

 

 

 

① 入居者数について（年度末） 

  19 名/20 名 （退去者３名、入居者２名） 

  １年間の平均利用者数は、18.1 名 

② 協力医療機関の追加 

  三田記念病院の他に、中津川病院（内科）と協力医療機関の協定を締結し、ワクチン接

種、感染症疑い時の検査等を行った。 

③ 感染症について 

新型コロナウイルス感染症は 5 類になったが、引き続き日々の感染対策に取り組んだ。

また、感染対策委員会を設置し、感染症発生時業務継続計画、指針、研修プログラムを作

成し、職員間で周知を図った。 

④ 給付金等について 

 ・岩手県社会福祉施設および医療施設等物価高騰対策支援給付金：120,000 円 

・盛岡市障害者入居施設等食材料費物価高騰対策給付金：792,919 円 

・新型コロナウイルス感染症による小学校休業等対応助成金：16,710 円 

⑤ 光熱水費および食材料費の値上げ 

物価高騰に伴い 4 月から値上げを行ない、収入の確保に努めた。 

⑥ 災害について 

  災害発生時業務継続計画（BCP）を作成した。また、例年どおり避難訓練実施、食材の備

蓄を行った。 

⑦ 行事について 

  4 年ぶりにバーベキュー行事を行なった。また、例年とは違う行事を取り入れるなど、余

暇の楽しみを図った。 

バーベキュー（7 月）、玉ねぎの栽培（10 月）、運動月間（11 月）、クリスマス会（12 月） 
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（Ⅱ） 

各種報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 家族へお便り発送（4 月、10 月） 

② 運営会議の実施（偶数月） 

③ 顧問医診察の実施（偶数月） 

④ 委員会の開催 

 ・虐待防止委員会（年 2 回） 

 ・身体拘束適正化委員会（年 2 回） 

 ・感染対策委員会（年 3 回） 

⑤ 研修会、勉強会 

 ・虐待防止に係る研修会    ・感染症研修会  ・食中毒勉強会 

・身体拘束適正化に係る研修会 ・世話人研修   ・AED 研修 

・サービス管理責任者基礎研修 

⑥ アンケート実施 

 ・利用者へのアンケート（2 月） 
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4．職員数､学生数、患者数等 (令和 6 年 3 月 31 日現在) 

(1) 職員数

男 女 計 男 女 計 男 女 計

149 208 357 155 202 357 △ 6 6 0

済生医会本部 3 3 6 4 2 6 △ 1 1 0

岩手看護専門学校 4 17 21 4 18 22 0 △ 1 △ 1

岩手ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院 12 7 19 13 7 20 △ 1 0 △ 1

中津川病院 24 45 69 26 43 69 △ 2 2 0

訪看なかつがわ 2 6 8 2 6 8 0 0 0

居宅なかつがわ 0 1 1 1 1 0 0 0

三田記念病院 97 110 207 98 107 205 △ 1 3 2

訪看三田 5 12 17 6 10 16 △ 1 2 1

加賀野の里 2 7 9 2 8 10 0 △ 1 △ 1

差異令和5年度 令和4年度年度別

性別

全職員数

 

 

(2) 学生数 

年度別

性別 男 女 計 男 女 計 男 女 計

 岩手看護専門学校    本科 10 104 114 8 110 118 2 △ 6 △ 4

　　　   〃　　　      別科 0 0 0 4 4 8 △ 4 △ 4 △ 8

計 10 104 114 12 114 126 △ 2 △ 10 △ 12

 岩手ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学院

理学療法学科 78 68 146 57 53 110 21 15 36

作業療法学科 49 60 109 44 47 91 5 13 18

計 127 128 255 101 100 201 26 28 54

学生数合計 137 232 369 113 214 327 24 18 42

令和5年度 令和4年度 差異

 

(参考) 令和 6 年 4 月 1 日現在の学生数 

1.看護学校

1年 2年 3年 計 総定員

 本科 32 39 36 107 120

1年 2年 3年 4年 計 総定員

 理学療法学科 37 35 36 37 145 160

 作業療法学科 25 25 28 26 104 140

2.リハビリ学院
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(3) 患者数 

差異 差異

中津川病院 令和5年度 令和4年度 令和5年度 令和4年度

入院患者 11,581 12,554 △ 973 31.7 34.4 △ 2.7

外来患者 5,812 5,928 △ 116 23.9 24.4 △ 0.5

三田記念病院

入院患者 84,326 85,185 △ 859 231.0 233.4 △ 2.4

外来患者 18,641 18,692 △ 51 76.7 76.9 △ 0.2

入院合計 95,907 97,739 △ 1,832 262.7 267.8 △ 5.1

外来合計 24,453 24,620 △ 167 100.6 101.3 △ 0.7

延患者数 一日平均

 

 

(4) 入居者数 

 

 

令和5年度 令和4年度 差異

加賀野の里 19 20 △ 1


